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オプテリンは変性性 ASの進展における重要な因子の 1つと考えられる． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 








られた 11 例を用いた．これらの凍結組織を平滑筋細胞，マクロファージ，T リンパ球，およびネオ
プテリンに対する各抗体を用いて免疫組織化学的に検索し，単染色の他，免疫二重染色も施行した．
またモルフォメトリー解析も実施した． 







られることが明らかとなり、ネオプテリンは変性性 AS の進展における重要な因子の 1 つであること
が示唆された． 
本論文は、変性性大動脈弁狭窄組織では，ネオプテリンの高度な発現が認められることを、凍結組織
材料を用いて初めて明らかにしたものであり，変性性大動脈弁狭窄症の進展機序の解明に寄与するも
のであると考えられる。よって本研究者は，博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた． 
